
令和6年度以降の保育見込み量と対策について

令和5年度の受け皿整備

対策 1歳 2歳

小規模保育事業所整備 18人 20人

民間園定員拡大 18人 14人

待機児童対応型一時預かり 3人 －

計 39人 34人

令和6年度の保育所等申込み状況

令和5年度に実施した保育の受け皿整備により、受け皿数と

しては適正量と判断できる状況となった。

保育ニーズの増に対し、浜校区の認定こども園の整備を前倒しで進める

R5年度の受け皿拡大により、申込数に対して適正な整備量とすることができた。

ただし、

・申込数が見込みより多く推移していること

・小規模保育事業所整備による3歳以降の定員増の必要性

から、再編実施計画で第2期に位置付けている浜校区の認定こども園の整備を早期に

行うものとし、令和8年度の開園をめざす。
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浜認定こども園開園

浜保育所（待機児童の状況により閉所時期を決定）

浜校区

公立職員の再配置・
待機児童対応型一時預かりの継続

今後のスケジュール（予定）

新規 継続 計

0歳 103人 人 103人

1歳 201人 105人 306人

2歳 85人 235人 320人

3歳 48人 247人 295人

4歳 33人 269人 302人

5歳 16人 270人 286人

486人 1,126人 1,612人

「隠れ待機児童」対策

今後の方向性
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